
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】胃腸バイパスにおけるリスクおよび侵襲性を抑

制できる技術を提供する。

【解決手段】胃腸バイパスを実行するための器具には、

第一の腸ループ（Ａ）を実現することにより第一の腸組

織部分１２と第二の胃組織部分１４とを近接させるため

の手段、二つの互いに近接した組織部分間に胃腸吻合部

１６を作製するための手段、第一の追加的腸組織部分１

８と第二の追加的腸組織部分２０とを互いに近接させ、

第二の腸ループ（Ｂ）を実現し、胃腸吻合部１６に対し

て近位部に配置された第二の追加的腸組織部分２０を胃

腸吻合部１６に近接させるための手段、これら二つの近

接腸組織部分間に腸腸吻合部２２を作製するための手段

、および、前記胃腸吻合部１６と腸腸吻合部２２との間

で腸の切断を行うための手段が含まれる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 に お い て 、
　 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） を 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） に 近 接 さ せ 、 当 該 胃 と 当 該 第 一
の 組 織 部 分 と の 間 に 第 一 の 腸 ル ー プ （ Ａ ） を 実 現 す る た め の 手 段 と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 組 織 部 分 間 に 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 し 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に
腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 ま た は
下 流 に 配 置 さ れ た 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ １ ８ ） と 、 当 該 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基
準 と し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 ま た は 上 流 に 配 置 さ れ た 第 二 の 追 加 的
腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） と を 互 い に 近 接 さ せ 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る
第 二 の 腸 ル ー プ （ Ｂ ） を 実 現 し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 当 該 第
二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） を 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 近 接 さ せ る た め の 手 段 と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 腸 組 織 部 分 間 に 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 し 、 当 該 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後
に 腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 当 該 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 を 切 断 す る た め の 手 段 と
、 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 の 切 断 の 前
に 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 両 方 の シ ー ル テ ス ト を 実 行 す
る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る た め の 手 段 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部
（ ２ ２ ） の 両 方 を 同 時 に テ ス ト で き る よ う に な っ て い る 、 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 前 記 第 一 の 腸 部 分 と 前 記 第 二 の 胃 部
分 と に そ れ ぞ れ 作 製 さ れ た 胃 切 開 部 の 弁 部 と 腸 切 開 部 の 弁 部 と を 部 分 的 に 連 結 す る こ と が
で き る よ う に な っ て い る 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 更 に 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用
後 、 ま だ 開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と に よ り 胃 腸 吻 合 部 を 完 成 す る た め の 手 段 で あ
っ て 、 当 該 手 段 が 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 、 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と が で き る よ う
に な っ て い る 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 第 一 の 追 加 的 腸 部 分 お よ び 第 二 の 追 加 的 腸 部
分 で そ れ ぞ れ 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 の 弁 部 を 部 分 的 に 連 結 す る こ と が で き る よ う に な っ て い
る 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 更 に 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 後 、 ま だ
開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と に よ り 腸 腸 吻 合 部 を 完 成 す る た め の 手 段 で あ っ て 、 当
該 手 段 が 、 当 該 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 、 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と が で き る よ う に な っ て
い る 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
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　 前 記 器 具 が 、 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 配 置 し た 胃 嚢 （ ｇ ａ ｓ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｐ ｏ ｕ
ｃ ｈ ） を 事 前 に 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ４ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 使 用 さ れ る こ れ ら の 手 段 が 、 腹 腔 鏡 下 に 胃 腸 バ イ パ ス を 実 現 す る こ と が で き る よ う に な
っ て い る 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る た め の 前 記 手 段 が 、 管 腔 内 で 当 該 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 吻 合 デ バ イ ス を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、
当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 管 腔 内 で 実 現 す る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 吻 合 デ バ イ ス を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 吻 合 デ バ イ ス を ロ ッ ク す る か ま た は ス ラ イ ド さ せ る た め の ガ イ ド 手 段
で あ っ て 、 当 該 ガ イ ド 手 段 が 、 互 い に 近 接 さ せ ら れ お よ び ／ ま た は 互 い に 連 結 さ れ る べ き
組 織 部 分 を 通 し て 事 前 に 挿 入 さ れ た 、 開 放 ル ー プ を 形 成 す る ガ イ ド 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 す る 前 に 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 配 置 し た
胃 嚢 を 部 分 的 に 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 形 成 後 に 胃 嚢 を 完 成 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） の 形 成 後 に 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （
１ ４ ） を 配 置 し た 胃 嚢 を 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 〔 説 明 〕
　 一 般 的 に 言 え ば 、 本 発 明 は 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 器 具 お よ び 方 法 は 、 腹 腔 鏡 下 ま た は 管 腔 内 で の 使 用 に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る 公 知 の 技 術 に は 、 ” Ｒ ｏ ｕ ｘ － ｅ ｎ － Ｙ ” と し て 知 ら れ る 胃 バ
イ パ ス が あ る 。 こ の 方 法 で は 、 腸 の 一 部 が 直 接 に 繋 が っ た 胃 袋 と の 間 で 胃 腸 の 進 路 が 曲 げ
ら れ る 。 そ れ ゆ え 、 胃 と 腸 と の 大 部 分 が 胃 腸 吻 合 部 の 作 製 に よ り バ イ パ ス さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 技 術 は 、 実 行 に 必 要 な 適 期 な ら び に 手 術 後 の リ ス ク お よ び 合
併 症 の 両 方 の 点 で い く つ か の 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 公 知 の ご と く 、 一 般 的 に 、 腹 腔 鏡 下 お よ び 管 腔 内 の ア プ ロ ー チ の 両 方 に よ り 、 従 来 の 外
科 手 技 の 欠 点 を か な り 抑 え る こ と が で き る 。 特 に 、 こ れ ら に よ り 、 手 順 の 侵 襲 性 を 抑 え 、
患 者 の リ ス ク を 減 少 さ せ 、 手 術 後 の 経 過 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 し か し な が ら 、 現 在 利 用 可 能 な 器 具 は 、 従 来 技 術 の 欠 点 、 特 に 上 述 の よ う な 胃 腸 バ イ パ
ス 技 術 の 欠 点 を 抑 制 で き な い 。 た と え ば 、 円 形 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 、 と り わ け 胃 腸 吻 合 部
の 実 現 に お け る 使 用 に は 、 手 術 の 完 了 前 に さ え そ の 完 全 性 と 連 続 性 と を 構 成 す る 大 部 分 の
腸 部 分 が 必 要 と な る 。 そ の 結 果 、 手 術 は 依 然 侵 襲 的 に な り 、 吻 合 （ 特 に 腸 腸 吻 合 ） の 有 効
性 と シ ー ル 性 と を 検 証 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 公 知 の 技 術 お よ び 器 具 に は 、 た と え ば 、 切 断 を 実 行 す る た め の 正 し い 長 さ を 評 価 し 、 二
つ の 切 断 弁 部 （ フ ラ ッ プ ） を 認 識 す る の に か な り の 経 験 を 要 す る 、 腸 の 事 前 切 断 に 関 連 し
た そ の 他 の 欠 点 が あ る 。 更 な る 欠 点 と し て は 、 そ の 代 わ り に 患 者 の 腹 部 全 体 を 実 質 的 に カ
バ ー す る 大 き な 活 動 領 域 を 必 要 と す る こ と に よ る 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 基 礎 を な す 課 題 は 、 先 行 技 術 に 関 す る 上 述 の 欠 点 を 克 服 す る こ と が で き 、 そ れ
に よ っ て 、 そ の リ ス ク お よ び 侵 襲 性 を 抑 制 す る と い う 本 分 野 で 強 く な っ て き て い る ニ ー ズ
を 充 足 す る こ と の で き る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 お よ び 方 法 を 提 案 す る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 問 題 は 、 請 求 項 １ に 係 る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 お よ び 請 求 項 １
６ に 係 る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 お よ び 方 法 の 更 な る 特 徴 お よ び 利 点 は
、 添 付 の 図 面 を 参 照 し た 下 記 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ
う 。 な お 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 例 示 す る も の で 、 本 発 明 を 制 限 す る も の で は な
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 可 能 形 態 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 図 １ お よ び ２ に 描 か れ た ス テ ッ プ を 含 む 胃 腸 バ イ
パ ス を 実 行 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 方 法 に は 、 （ 胃 腸 吻 合 で あ れ 、 腸 腸 吻 合 で あ れ 、 ） そ れ ぞ れ の 吻 合 部 の 形 成
後 に 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ 連 結 し て 腸 管 の 完 全 性 と 連 続 性 と を 維 持 ま た は 回 復 す る こ と の
で き る 吻 合 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ が 含 ま れ る 。 更 に 、 胃 腸 吻 合 部 と 腸 腸 吻 合 部 と を 互 い に
近 接 し た 場 所 で 実 現 し 、 手 術 ゾ ー ン を た と え ば 腹 部 の 上 方 の ゾ ー ン の み に 抑 制 す る こ と と
、 広 い 手 術 領 域 と 視 野 と を 維 持 す る こ と と の 相 対 立 す る ニ ー ズ を バ ラ ン ス さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 可 能 形 態 に よ れ ば 、 本 方 法 の 第 一 の ス テ ッ プ で 、 第 一 の 腸 部 分 を 連 結 す る 胃 嚢 （
ｇ ａ ｓ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｐ ｏ ｕ ｃ ｈ ） １ ０ ０ を 実 現 す る こ と を 予 測 す る 。 続 い て 、 胃 嚢 に 連 結 す
べ き 腸 の わ な を 選 択 す る 。 こ の 選 択 は 、 利 用 可 能 な 長 さ を 測 定 し 、 恐 ら く 、 緊 張 や 歪 み が
生 じ な い こ と を 検 証 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ れ ゆ え 、 選 択 し た わ な に 対 応 す る 第 一 の 腸 組 織 部 分 １ ２ が 胃 嚢 １ ０ ０ に あ る 第 二 の 胃
組 織 部 分 １ ４ に 近 接 さ せ ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 胃 と 第 一 の 腸 組 織 部 分 １ ２ と の 間 に 渡
る 第 一 の 腸 ル ー プ Ａ が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の 二 つ の 組 織 部 分 を 僅 か に 切 開 し 、 腸 切 開 部 と 胃 切 開 部 と を 形 成 し て 、 線 状 ス テ
ー プ ラ ー の そ れ ぞ れ の 顎 部 が 挿 入 で き る よ う に す る 。 第 二 の 胃 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 胃 切
開 部 中 に 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 顎 部 の 一 つ を 挿 入 す る 。 第 一 の 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切
開 部 中 に 線 状 ス テ ー プ ラ ー の も う 一 つ の 顎 部 を 挿 入 す る 。 つ い で 、 二 つ の 切 開 部 の 一 つ の
弁 部 を 線 状 ス テ ー プ ラ ー に よ り 、 一 連 の 点 に よ っ て 縫 合 し 、 こ れ ら 二 つ の 組 織 部 分 を 連 結
し 、 部 分 的 に 胃 腸 吻 合 部 を 画 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 好 ま し い 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ れ ら 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る 前 に 胃 切 開 部
と 腸 切 開 部 と を 実 現 す る 。 こ の 場 合 、 こ れ ら 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る た め の 器
具 と し て 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す る 。 た と え ば 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 二 つ の 顎 部 の 一 つ
を 腸 切 開 部 に 挿 入 し 、 こ の ス テ ー プ ラ ー を 用 い て 第 一 の 組 織 部 分 を 第 二 の 組 織 部 分 に 近 接
さ せ る 。 次 い で 、 も う 一 つ の 顎 部 を 胃 切 開 部 に 挿 入 し こ れ ら 二 つ の 組 織 を 連 結 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ ら 二 つ の 組 織 部 分 間 に 吻 合 部 （ 胃 腸 吻 合 部 １ ６ ） を 完 成 さ せ る に は 、 胃 切 開 部 の 弁
部 と 腸 切 開 部 の 弁 部 と を 、 た と え ば 縫 合 に よ り 再 閉 鎖 す る 。 こ れ に よ り 、 胃 腸 吻 合 部 の 実
現 後 に 、 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と が で き る 。 実 行 さ れ た 切 開 部 が 再 び ス テ ー プ ラ ー 止
め さ れ 胃 腸 吻 合 部 が 形 成 さ れ る の で 、 胃 腸 吻 合 部 の 完 成 後 に 、 確 か に 、 腸 管 の 完 全 性 と 連
続 性 と が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し い 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 後 述 の ご と く 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ を 完 成 す る ス テ ッ プ は 、
実 質 的 に 、 そ の 手 順 の 最 後 で 、 腸 を 切 断 す る 前 で あ っ て シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る 前 に 実 現
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 続 い て 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ （ す な わ ち 、 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る 前 の 流 れ ） を 基
準 と し て 胃 腸 吻 合 部 に 対 し て 遠 位 部 に あ る 腸 の 追 加 の わ な を 選 択 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 遠
位 部 は 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ の 下 流 に あ る わ な を 意 図 し
て い る 。 近 位 部 ま た は 遠 位 部 の 定 義 は 、 下 記 に お い て も 、 腸 管 内 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し
て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て 遠 位 部 に あ る 、 追 加 的 腸
の わ な の 対 応 す る 第 一 の 追 加 的 組 織 部 分 １ ８ は 、 次 い で 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ に 対 し
て 近 位 部 に あ る 、 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 ２ ０ に 近 接 さ せ ら れ 、 胃 腸 吻 合 部 に 対 し て 遠 位
部 に あ る 第 二 の 腸 ル ー プ Ｂ が 実 現 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 上 述 の ご と く 、 第 一 の 追 加 的 組
織 部 分 １ ８ が 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ に 対 し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ の 下 流 に 配 置 さ れ 、 さ ら
に 、 第 二 の 追 加 的 組 織 部 分 ２ ０ が 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ に 対 し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ の 上
流 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て 近 位 部 に 配 置 さ れ た 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 ２ ０ は 、 胃 腸 吻 合
部 に 近 接 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら 二 つ の 追 加 的 組 織 部 分 １ ８ ， ２ ０ の そ れ ぞ れ で は 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー の そ れ ぞ れ
の 顎 部 を 受 け 入 れ る こ と が で き る よ う に 、 切 開 （ 腸 切 開 ） が 行 わ れ る 。 線 状 ス テ ー プ ラ ー
の 第 一 の 顎 部 が 、 第 一 の 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 中 に 挿 入 さ れ る 。 線 状 ス テ ー プ
ラ ー の 第 二 の 顎 部 は 、 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 中 に 挿 入 さ れ る 。 つ
い で 、 一 連 の 点 で 、 腸 切 開 部 の 弁 部 を 部 分 的 に 結 合 し 、 腸 腸 吻 合 部 を 部 分 的 に 画 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る 前 に 、 腸 切 開 を 実 現
す る 。 こ の 場 合 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー は 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る た め の 器 具 と し
て 使 用 さ れ る 。 た と え ば 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 二 つ の 顎 部 の 一 つ を 第 一 の 追 加 的 遠 位 組 織
部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 中 に 挿 入 し 、 こ の ス テ ー プ ラ ー を 使 用 し て 第 一 の 遠 位 組 織 部 分
を 第 二 の 追 加 的 近 位 組 織 部 分 に 近 接 さ せ る 。 つ い で 、 も う 一 つ の 顎 部 を 第 二 の 追 加 的 近 位
組 織 部 分 の 腸 切 開 部 中 に 挿 入 し 、 こ れ ら 二 つ の 組 織 を 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 い で 、 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 、 腸 切 開 部 の 弁 部 を 再 閉 鎖 し て 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る
こ と に よ り 二 つ の 組 織 部 分 間 の 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ を 完 成 さ せ る 。 腸 切 開 部 の 残 り の 弁 部 は 、
た と え ば 縫 合 に よ り 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ を 完 成 さ せ る ス テ ッ プ が 、 本 手 順 の 最 後 に 実 質
的 に 実 現 さ れ る 。 こ れ は 、 下 記 の ご と く 、 腸 の 切 開 前 で か つ シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る 前 の
胃 腸 吻 合 部 の 完 成 と 同 時 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 行 さ れ た 切 開 部 が 再 び ス テ ー プ ラ ー 止 め さ れ 腸 腸 吻 合 部 が 形 成 さ れ る の で 、 腸 腸 吻 合
部 の 完 成 後 、 腸 管 は そ の 完 全 性 と 連 続 性 と を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す ご と く 、 胃 腸 吻 合 部 と 腸 腸 吻 合 部 と は 互 い に か な り 近 接 し て い る の で 、 腹 部
の 上 部 で の 手 術 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 二 の ル ー プ を 作 製 し た 後 、 好 ま し く は 同 時 に 、 た と え ば メ チ レ ン ブ ル ー に よ る 二 つ の
吻 合 部 の シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る こ と が で き る 。 二 つ の 吻 合 部 の 正 し い 機 能 が 検 証 さ れ た
と き 、 こ の 手 順 の 最 後 に 、 胃 腸 吻 合 部 と 腸 腸 吻 合 部 と の 間 の 腸 の 切 断 の ス テ ッ プ が 実 現 さ
れ る 。 図 ２ で は 、 こ れ は 接 断 線 ２ ４ に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 の 方 法 を 、 ト ロ カ ー ル を 挿 入 す る 最 初 の ス テ ッ プ 、 好 ま し く は 四 つ の ト ロ カ ー ル を
次 の ゾ ー ン ： 上 腹 部 、 左 側 腹 部 お よ び 中 腹 部 （ 二 つ の ト ロ カ ー ル を 使 用 ） に そ れ ぞ れ 配 置
す る こ と を 含 む 腹 腔 鏡 下 に 実 現 す る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 に は 、
　 第 一 の 腸 組 織 部 分 １ ２ を 第 二 の 胃 組 織 部 分 １ ４ に 近 接 さ せ 、 胃 と 第 一 の 腸 組 織 部 分 と の
間 に 第 一 の 腸 ル ー プ Ａ を 実 現 す る た め の 手 段 と 、
　 こ れ ら 二 つ の 近 接 組 織 部 分 間 に 胃 腸 吻 合 部 １ ６ を 作 製 し 、 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 腸 管 の
連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て 遠 位 部 ま た は 下 流 に 配
置 さ れ た 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 １ ８ と 、 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ に 対 し て 近 位 部 ま た は
上 流 に 配 置 さ れ た 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 ２ ０ と を 互 い に 近 接 さ せ 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対
し て 遠 位 部 に あ る 第 二 の 腸 ル ー プ Ｂ を 実 現 し て 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て 近 位 部 に 配 置 さ
れ た 当 該 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 ２ ０ を 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 近 接 さ せ る た め の 手 段 と 、
　 こ れ ら 二 つ の 近 接 腸 組 織 部 分 間 に 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ を 作 製 し 、 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 腸 管
の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 胃 腸 吻 合 部 １ ６ と 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ と の 間 の 腸 を 切 断 す る た め の 手 段 と
が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 器 具 は 、 更 に 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ と 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ と の 間 の 腸 を 切 断 す る 前 に 、 胃 腸
吻 合 部 １ ６ と 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ と の 両 方 の シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る た め の 手 段 を 含 む こ と が
好 ま し い 。 シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る た め の 手 段 が 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ と 腸 腸 吻 合 部 ２ ２ と の
両 方 を 同 時 に テ ス ト で き る よ う に な っ て い る こ と が 更 に よ り 好 ま し い 。 こ の よ う な 手 段 に
は 、 た と え ば 、 メ チ レ ン ブ ル ー を 腸 管 に 挿 入 し て 、 視 覚 化 す る た め の 手 段 が 含 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 あ る 実 施 可 能 形 態 に よ れ ば 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ を 作 製 す る た め の 手 段 に は 、 第 一 の 腸 部 分
と 第 二 の 胃 部 分 と に そ れ ぞ れ 作 製 さ れ る 胃 切 開 部 の 弁 部 と 腸 切 開 部 の 弁 部 と を 部 分 的 に 連
結 で き る よ う に な っ て い る 線 状 ス テ ー プ ラ ー が 含 ま れ る 。 胃 腸 吻 合 部 １ ６ を 作 製 す る た め
の 手 段 に は 、 更 に 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 後 に ま だ 開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と
に よ り 胃 腸 吻 合 部 を 完 成 さ せ る た め の 手 段 で 、 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 腸 管 の 連 続 性 を 回 復
で き る よ う に な っ て い る 手 段 が 含 ま れ る 。 こ の 線 状 ス テ ー プ ラ ー 止 め は 、 連 結 す べ き 二 つ
の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ 、 第 一 の 組 織 部 分 に 顎 部 を 挿 入 し 、 第 一 の 組 織 部 分 を 第 二 の
組 織 部 分 に 対 応 す る よ う に 移 動 さ せ る 手 段 と し て こ の ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す る た め の 手 段
と し て の 機 能 を 発 揮 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 あ る 実 施 可 能 形 態 に よ れ ば 、 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 に は 、 第 一 と 第 二 の 追 加
的 腸 部 分 に そ れ ぞ れ 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 の 弁 部 を 部 分 的 に 連 結 で き る よ う に な っ て い る 線
状 ス テ ー プ ラ ー が 含 ま れ る 。 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 に は 、 更 に 、 線 状 ス テ ー プ
ラ ー の 使 用 後 に ま だ 開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と に よ り 腸 腸 吻 合 部 を 完 成 さ せ る た
め の 手 段 で 、 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 で き る よ う に な っ て い る 手 段 が 含
ま れ る 。 こ の 線 状 ス テ ー プ ラ ー 止 め は 、 連 結 す べ き 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ 、 第
一 の 組 織 部 分 に 顎 部 を 挿 入 し 、 第 一 の 組 織 部 分 を 第 二 の 組 織 部 分 に 対 応 す る よ う に 移 動 さ
せ る 手 段 と し て こ の ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す る た め の 手 段 と し て の 機 能 を 発 揮 す る こ と も 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 器 具 が 、 事 前 に 胃 嚢 を 実 現 し 、 第 二 の 胃 組 織 部 分 １ ４ を 胃 嚢 に 配 置 す る よ
う に す る た め の 手 段 を 含 ん で い る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 用 い ら れ る 手 段 が 、 胃 腸 バ イ パ ス を 腹 腔 鏡 下 に 実 現 で き る よ う に な っ て い る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の 方 法 と 器 具 と は 、 胃 腸 吻 合 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 腸 腸 吻 合 を 実 行 す る ス テ ッ プ と
の 両 方 ま た は そ の 一 方 に 適 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 方 法 と 器 具 と に よ り 、 胃 腸 バ イ パ ス で の 死 亡 率 の リ ス ク を 減 少 さ せ 、 手 術 時
間 を か な り 短 縮 で き る 。 二 つ の 吻 合 部 の 完 成 ま で 腸 の 連 続 性 を 維 持 す る こ と に よ り 、 同 時
に 両 方 を 検 証 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 二 つ の 吻 合 部 が 互 い に 近 接 し て 配 置 さ れ る
の で 、 手 術 領 域 が 腹 部 の 上 部 ゾ ー ン に 限 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 事 前 に 連 続 性 を 妨 げ な い で 二 つ の 腸 の ル ー プ を 形 成 す る こ と の 予 測 に よ り 、 正 し
い 長 さ を 選 択 し 、 緊 張 が 起 こ る の を 回 避 す る こ と が で き る 点 で 有 利 で あ る 。 更 に 、 事 前 に
わ な を 切 断 せ ず に 胃 腸 吻 合 部 を 実 現 で き る の で 、 セ グ メ ン ト を 誤 っ て 連 結 す る リ ス ク や 、
好 ま し く な い ね じ れ を 誘 発 す る リ ス ク を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 本 方 法 の 組 合 せ は 、 二 つ の 腸 ル ー プ が 、 （ 好 ま し く は 互 い に 近 接 し て ） 吻 合 部 を
実 現 す る た め の 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 を 予 測 し て 作 製 さ れ る 点 で 特 に 革 新 的 で あ る 。 実
際 、 上 述 の 利 益 以 外 に も 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 に よ り 、 出 血 の 規 模 と 範 囲 お よ び 狭 窄
の 損 害 と リ ス ク と を 抑 え る こ と が で き る 。 先 述 の ご と き 用 途 に 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す
る と 、 以 前 に は 適 用 の 妨 げ と な っ て い た 根 深 い 不 利 益 を 克 服 す る こ と が で き る 。 特 に 、 上
述 の 方 法 で 両 方 の 吻 合 を 実 行 す る た め に 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す る こ と を 予 測 す る こ と
に よ り 、 罹 患 し た 組 織 の 良 好 な 血 液 灌 流 を 維 持 す る こ と が で き 、 ま た 、 腹 部 の 制 限 さ れ た
領 域 で 手 術 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 限 ら れ た 大 き さ の 器 具 を 利 用 で き 、 有 利 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 別 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た は 胃 腸 吻 合 部 お よ び ／ ま
た は 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る ス テ ッ プ が 、 た と え ば 図 ３ ～ ６ に 示 し た 吻 合 デ バ イ ス を 使 用 し
て 管 腔 内 で 実 現 さ れ る 。 こ の よ う な デ バ イ ス は 、 好 ま し く は 、 ガ イ ド 手 段 に 沿 っ て ス ラ イ
ド さ れ 、 事 前 に 互 い に 近 接 さ れ お よ び ／ ま た は 連 結 さ れ る べ き 部 分 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 本
発 明 に 係 る 器 具 の 一 部 を 構 成 す る 。 ガ イ ド 手 段 が 、 連 結 さ れ る べ き 部 分 を 横 切 る 開 放 ル ー
プ と し て 配 置 さ れ 、 吻 合 デ バ イ ス と 関 連 づ け る こ と の で き る 、 少 な く と も 一 つ の ガ イ ド ケ
ー ブ ル ２ ０ ０ を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 胃 に 、 第 一 の 腸 部 分 を 連 結 す る た め の 胃 嚢 １ ０ ０ を 部 分 的 に 実 現 す る こ と を 事 前 に 予 測
し 得 る 。 続 い て 、 第 一 の ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放 ル ー プ Ｃ が 胃 嚢 の 開 放 部 分 と 連 結 す べ き 第 一
の 腸 部 分 １ ２ と 第 二 の 胃 部 分 １ ４ と を 通 し て 実 現 さ れ る 。 一 実 施 可 能 形 態 に よ れ ば 、 こ の
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手 順 の 最 後 で 胃 腸 吻 合 部 と 腸 腸 吻 合 部 と の 実 現 後 に 胃 嚢 が 実 現 さ れ る 。 こ の 場 合 、 第 一 の
ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放 ル ー プ Ｃ は 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 す べ き 組 織 部 分 を
横 切 り 、 胃 と 腸 と を 通 し て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 吻 合 デ バ イ ス が 挿 入 さ れ 、 ガ イ ド 手 段 上 に ロ ッ ク さ れ 、 連 結 す べ き 第 一 の 部 分 １ ２ に 対
し 当 接 し 、 こ れ を 連 結 す べ き 第 二 の 部 分 １ ４ に 近 接 さ せ る ま で ガ イ ド 手 段 自 体 に よ っ て 移
動 さ せ ら れ る 。 こ の 第 一 の 連 続 的 ス テ ッ プ に よ り 、 胃 腸 吻 合 部 が 実 現 す る 。 吻 合 デ バ イ ス
は 、 ガ イ ド ケ ー ブ ル 上 に ロ ッ ク で き 、 胃 腸 吻 合 を 実 行 す る た め の 円 形 ス テ ー プ ラ ー と 協 働
で き る よ う に な っ て い る ア ン ビ ル 手 段 に よ り 実 現 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 吻 合 デ バ
イ ス は 、 吻 合 リ ン グ （ 好 ま し く は 弾 性 を 有 す る 吻 合 リ ン グ ） を 、 （ た と え ば 腸 腸 吻 合 部 に
関 し 図 ５ （ Ａ ） に 示 さ れ て い る よ う に ） 二 つ の 組 織 部 分 を 連 結 さ れ た 状 態 に 保 つ よ う に 配
置 で き る よ う に な っ て い る デ バ イ ス ま た は こ の よ う な 目 的 に 適 合 し た そ の 他 の 吻 合 デ バ イ
ス で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 第 二 の ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放 リ ン グ Ｄ が 、 連 結 す べ き 二 つ の 腸 部 分 （ 胃 腸 吻 合 部
に 対 し て 遠 位 部 に あ る 第 一 の 追 加 的 部 分 １ ８ お よ び 胃 腸 吻 合 部 に 対 し て 近 位 部 に あ る 第 二
の 追 加 的 部 分 ２ ０ ） を 通 し て 実 現 さ れ る 。 胃 嚢 が 手 順 の 最 初 に 部 分 的 に 実 現 さ れ る と 第 二
の ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放 ル ー プ も 胃 嚢 の 開 放 部 分 を 横 切 る 。 図 ４ は 、 事 前 に 胃 嚢 を 部 分 的 に
形 成 し な い 第 二 の ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放 ル ー プ Ｄ を 示 し て い る 。 第 二 の ガ イ ド ケ ー ブ ル 開 放
ル ー プ は 胃 腸 吻 合 部 １ ６ 、 腸 管 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て 遠 位 部
に あ る 第 一 の 追 加 的 部 分 １ ８ 、 胃 腸 吻 合 部 に 対 し て 近 位 部 に あ る 第 二 の 追 加 的 部 分 ２ ０ を
横 切 り 、 好 ま し く は 同 一 の 開 口 部 に こ れ ら 二 つ の 端 を 有 す る 。 図 ７ は 、 ガ イ ド ケ ー ブ ル 開
放 ル ー プ Ｄ が 、 胃 腸 吻 合 部 １ ６ 、 腸 管 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に 対 し て
遠 位 部 に あ る 第 一 の 追 加 的 部 分 １ ８ 、 胃 腸 吻 合 部 に 対 し て 近 位 部 に あ る 第 二 の 追 加 的 部 分
２ ０ を 横 切 る こ と に よ り 実 現 さ れ 、 こ れ ら 二 つ の 端 が 、 好 ま し く は 同 一 の 開 口 部 を 通 る 変
形 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 場 合 に も 、 吻 合 デ バ イ ス が 挿 入 さ れ 、 ガ イ ド 手 段 上 に ロ ッ ク さ れ 、 連 結 す べ き 第 一
の 追 加 的 部 分 １ ８ に 当 接 し 、 こ れ を 連 結 す べ き 第 二 の 追 加 的 部 分 ２ ０ に 近 接 す る ま で ガ イ
ド 手 段 自 体 に よ っ て 移 動 さ せ ら れ る 。 こ の 一 連 の 第 二 ス テ ッ プ に よ り 、 腸 腸 吻 合 部 が 実 現
し 、 胃 嚢 が 完 成 す る 。 胃 腸 吻 合 部 の 場 合 と 同 様 、 ガ イ ド ケ ー ブ ル 上 に ロ ッ ク さ れ 、 腸 腸 吻
合 を 実 行 す る 円 形 ス テ ー プ ラ ー と 協 働 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る ア ン ビ ル に よ っ
て 吻 合 デ バ イ ス を 実 現 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 吻 合 デ バ イ ス は 、 吻 合 リ ン グ ３ ０ （
好 ま し く は 弾 性 を 有 す る 吻 合 リ ン グ ） を 、 二 つ の 組 織 部 分 を 連 結 さ れ た 状 態 に 保 つ よ う に
配 置 で き る よ う に な っ て い る デ バ イ ス ま た は こ の よ う な 目 的 に 適 合 し た そ の 他 の 吻 合 デ バ
イ ス で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 を 実 現 し た 後 に 、 両 者 を 前 述 の ご と く 同 時 に テ ス ト す る こ
と が で き る 。 胃 嚢 の 実 現 （ ま た は 完 成 ） の 後 に 、 シ ー ル テ ス ト の ス テ ッ プ を 実 行 す る こ と
が 好 ま し い 。 最 後 に 、 接 断 線 ２ ４ に よ り 、 胃 腸 吻 合 部 と 腸 腸 吻 合 部 と の 間 で 腸 が 切 断 さ れ
る 。 図 ５ は 、 後 者 の 場 合 を 示 し て い る 。 こ の 図 で は 、 手 順 の 最 後 に 胃 嚢 １ ０ ０ を 実 現 す る
様 子 も 強 調 表 示 さ れ て い る 。 図 ５ （ Ａ ） は 、 図 ５ の 詳 細 部 分 で 、 吻 合 位 置 付 け デ バ イ ス か
ら 開 放 さ れ た 、 好 ま し く は 弾 性 を 有 す る ル ー プ に よ る 腸 腸 吻 合 部 の 起 こ り 得 る 形 成 の 様 子
が 強 調 表 示 さ れ て い る 。 同 様 の や り 方 は 胃 腸 吻 合 部 １ ６ に も 採 用 し 得 よ う 。 図 ６ は 、 胃 の
帯 具 （ ｇ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ 　 ｂ ａ ｎ ｄ ａ ｇ ｅ )が 実 現 さ れ た 実 施 可 能 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 連 結 す べ き 組 織 壁 に ガ イ ド 手 段 を 通 す こ と は 、 （ た と え ば 高 周 波 針 を 使 用 し て ） 、 吻 合
を 形 成 し た い ゾ ー ン で 、 壁 に 穴 を 開 け る こ と に よ り 実 現 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 吻 合
部 の 形 成 後 に 腸 管 の 連 続 性 が 回 復 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 あ る 実 施 可 能 形 態 で は 、 前 述 の よ う な ガ イ ド 手 段 と 吻 合 デ バ イ ス と を 任 意 の 技 術 （ た と
え ば 、 管 腔 内 タ イ プ お よ び 腹 腔 鏡 タ イ プ ま た は そ の 他 の タ イ プ の ハ イ ブ リ ッ ド ） で 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 あ る 実 施 可 能 形 態 で は 、 本 発 明 に 係 る 器 具 に よ り 、 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る た め の
手 段 で 、 組 織 を 管 腔 内 で 互 い に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た は 連 結 さ せ る こ と が で き る よ う に な
っ て い る 吻 合 デ バ イ ス を 含 む 手 段 を 予 測 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う な 目 的 に 適 す る 吻 合 デ バ イ ス は 、 吻 合 リ ン グ を 開 放 し て 吻 合 部 を 実 現 す る こ と
が で き る よ う に な っ て い る デ バ イ ス 、 ま た は ガ イ ド 手 段 上 を ス ラ イ ド し 、 ア ン ビ ル と 協 働
し 、 ガ イ ド 手 段 上 に ロ ッ ク 可 能 な 円 形 ス テ ー プ ラ ー で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 器 具 に は 、 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 す る 前 に 、 第 二 の 胃 組 織 部 分 １ ４ を 配 置 す る
た め の 胃 嚢 を 部 分 的 に 実 現 す る た め の 手 段 、 ま た は 、 手 順 の 最 後 に 胃 嚢 の 完 成 を 実 現 す る
た め の 手 段 が 含 ま れ る 。 第 一 の 場 合 に は 、 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 形 成 後 に 胃 嚢 を
完 成 す る た め の 手 段 を 予 測 す る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 好 ま し く は 管 腔 内 で 行 わ れ る ガ イ ド 手 段 で の 手 順 に 関 し 、 上 述 の 方 法 と 器 具 と は 、 胃 腸
吻 合 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 腸 腸 吻 合 を 実 行 す る ス テ ッ プ と の 両 方 ま た は そ の 一 方 に 適 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 述 の 場 合 と 同 様 、 予 測 さ れ た 方 法 と 器 具 と に よ り 、 胃 腸 バ イ パ ス で の 死 亡 率 の リ ス ク
を 減 少 さ せ 、 手 術 時 間 を か な り 抑 え る こ と が で き る 。 二 つ の 吻 合 部 の 完 成 ま で 腸 の 連 続 性
を 維 持 す る こ と に よ り 、 両 者 の 同 時 検 証 が 可 能 と な る 。 更 に 、 こ れ ら 二 つ の 吻 合 部 を 近 接
し て 配 置 す る こ と に よ り 、 手 術 領 域 が 腹 部 の 上 部 ゾ ー ン に 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 当 業 者 な ら ば 、 具 体 的 お よ び 偶 発 的 ニ ー ズ を 充 足 す る 目 的 で 、 上 述 の デ バ イ ス お よ び 方
法 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 対 し 、 添 付 の ク レ ー ム の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 く の 改 変
お よ び 翻 案 を 行 う こ と や 種 々 の 要 素 を 機 能 的 に 同 等 な 他 の 要 素 で 置 換 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 　 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る た め の 器 具 に お い て 、
　 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） を 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） に 近 接 さ せ 、 当 該 胃 と 当 該 第 一
の 組 織 部 分 と の 間 に 第 一 の 腸 ル ー プ （ Ａ ） を 実 現 す る た め の 手 段 と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 組 織 部 分 間 に 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 し 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に
腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 ま た は
下 流 に 配 置 さ れ た 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ １ ８ ） と 、 当 該 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基
準 と し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 ま た は 上 流 に 配 置 さ れ た 第 二 の 追 加 的
腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） と を 互 い に 近 接 さ せ 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る
第 二 の 腸 ル ー プ （ Ｂ ） を 実 現 し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 当 該 第
二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） を 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 近 接 さ せ る た め の 手 段 と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 腸 組 織 部 分 間 に 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 し 、 当 該 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後
に 腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る た め の 手 段 と 、
　 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 当 該 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 を 切 断 す る た め の 手 段 と
、 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 の 切 断 の 前
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に 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 両 方 の シ ー ル テ ス ト を 実 行 す
る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ー ル テ ス ト を 実 行 す る た め の 手 段 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部
（ ２ ２ ） の 両 方 を 同 時 テ ス ト で き る よ う に な っ て い る 、 器 具 。
　 （ ４ ） 前 記 実 施 態 様 の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 前 記 第 一 の 腸 部 分 と 前 記 第 二 の 胃 部
分 と に そ れ ぞ れ 作 製 さ れ た 胃 切 開 部 の 弁 部 と 腸 切 開 部 の 弁 部 と を 部 分 的 に 連 結 す る こ と が
で き る よ う に な っ て い る 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 含 む 、 器 具 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 更 に 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用
後 、 ま だ 開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と に よ り 胃 腸 吻 合 部 を 完 成 す る た め の 手 段 で あ
っ て 、 当 該 手 段 が 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 、 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と が で き る よ う
に な っ て い る 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ６ ） 前 記 実 施 態 様 の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 第 一 の 追 加 的 腸 部 分 お よ び 第 二 の 追 加 的 腸 部
分 で そ れ ぞ れ 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 の 弁 部 を 部 分 的 に 連 結 す る こ と が で き る よ う に な っ て い
る 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 含 む 、 器 具 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 腸 腸 吻 合 部 を 作 製 す る た め の 手 段 が 、 更 に 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 使 用 後 、 ま だ
開 放 し て い る 弁 部 を 再 閉 鎖 す る こ と に よ り 腸 腸 吻 合 部 を 完 成 す る た め の 手 段 で あ っ て 、 当
該 手 段 が 、 当 該 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 、 腸 管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と が で き る よ う に な っ て
い る 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 ４ ～ ７ の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 配 置 し た 胃 嚢 （ ｇ ａ ｓ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｐ ｏ ｕ
ｃ ｈ ） を 事 前 に 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 ４ ～ ８ の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 使 用 さ れ る こ れ ら の 手 段 が 、 腹 腔 鏡 下 に 胃 腸 バ イ パ ス を 実 現 す る こ と が で き る よ う に な
っ て い る 、 器 具 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 １ ～ ３ の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ る た め の 前 記 手 段 が 、 管 腔 内 で 当 該 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 吻 合 デ バ イ ス を 含 む 、 器 具 。
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 １ ～ ３ の １ つ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 す る た め の 手 段 が 、
当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 管 腔 内 で 実 現 す る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 吻 合 デ バ イ ス を 含 む 、 器 具 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 器 具 に お い て 、 　 前 記 器 具 が 、 前 記 吻 合 デ バ
イ ス を ロ ッ ク す る か ま た は ス ラ イ ド さ せ る た め の ガ イ ド 手 段 で あ っ て 、 当 該 ガ イ ド 手 段 が
、 互 い に 近 接 さ せ ら れ お よ び ／ ま た は 互 い に 連 結 さ れ る べ き 組 織 部 分 を 通 し て 事 前 に 挿 入
さ れ た 、 開 放 ル ー プ を 形 成 す る ガ イ ド 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 す る 前 に 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 配 置 し た
胃 嚢 を 部 分 的 に 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 １ ３ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 形 成 後 に 胃 嚢 を 完 成 す る た め の 手 段 を
含 む 、 器 具 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 器 具 に お い て 、
　 前 記 器 具 が 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） の 形 成 後 に 前 記 第 二 の
胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 配 置 し た 胃 嚢 を 作 製 す る た め の 手 段 を 含 む 、 器 具 。
　 （ １ ６ ） 　 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る 方 法 に お い て 、
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　 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） に 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） を 近 接 さ せ 、 当 該 胃 と 当 該 第 一
の 組 織 部 分 と の 間 に 第 一 の 腸 ル ー プ （ Ａ ） を 実 現 す る ス テ ッ プ と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 組 織 部 分 間 に 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 し 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 の 後
、 当 該 腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 当 該 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 ま た
は 下 流 に 配 置 さ れ た 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ １ ８ ） と 、 当 該 腸 管 に 沿 っ た 自 然 の 流 れ を
基 準 と し て 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 ま た は 上 流 に 配 置 さ れ た 第 二 の 追 加 的
腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） と を 近 接 さ せ 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る 第 二 の
腸 ル ー プ （ Ｂ ） を 実 現 し て 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 当 該 第 二 の 追
加 的 腸 組 織 部 分 （ ２ ０ ） を 、 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 近 接 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 当 該 二 つ の 近 接 腸 組 織 部 分 間 に 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 し て 、 当 該 腸 腸 吻 合 部 の 実 現
後 に 当 該 腸 管 の 連 続 性 を 維 持 ま た は 回 復 す る ス テ ッ プ と 、
　 当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 当 該 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 を 切 断 す る
ス テ ッ プ と 、 を 含 む 、 方 法 。
　 （ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） の 両 方 の シ ー ル テ ス ト ス テ ッ プ 後 に
当 該 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 当 該 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の 間 の 腸 を 切 断 す る 、 方 法 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 シ ー ル テ ス ト ス テ ッ プ を 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） と 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） と の
両 方 に つ い て 同 時 に 行 う 、 方 法 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ６ ～ １ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ を 、 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 用 い て 少 な く と も
部 分 的 に 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ９ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 一 つ の 顎 部 を 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 胃 切 開 部 中 に
挿 入 し 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の も う 一 つ の 顎 部 を 前 記 第 一 の 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸
切 開 部 中 に 挿 入 し 、 胃 腸 吻 合 部 を 部 分 的 に 画 す る 少 な く と も 一 連 の 点 を 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ２ １ ） 実 施 態 様 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 し て 連 結 す べ き 前 記 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ 、 当
該 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 一 つ の 顎 部 を 前 記 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） に 作 製 さ れ た 腸 切 開 部
中 に 挿 入 し 、 前 記 二 つ の 組 織 部 分 を 連 結 す る 前 に 、 当 該 線 状 ス テ ー プ ラ ー に よ り 、 当 該 第
一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） を 前 記 第 二 の 胃 部 分 （ １ ４ ） 中 に 作 製 さ れ た 胃 切 開 部 に 対 応 し て
移 動 さ せ る 、 方 法 。
　 （ ２ ２ ） 実 施 態 様 ２ ０ ま た は ２ １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 、 前 記 胃 切 開 部 の 弁 部 と 腸 切 開 部 の 弁 部 と を 再 閉 鎖 し て 、 腸
管 の 連 続 性 を 回 復 す る こ と に よ り 前 記 胃 腸 吻 合 部 を 完 成 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ３ ） 　 実 施 態 様 ２ ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 連 結 す べ き 第 一 お よ び 第 二 の 追 加 的 組 織 部 分 （ １ ８ ， ２ ０ ） を 連 結 し た 後 前 記 胃 腸
吻 合 部 を 完 成 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ４ ） 　 実 施 態 様 １ ６ ～ ２ ３ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 す る こ と に よ り 前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ を
少 な く と も 部 分 的 に 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ５ ） 　 実 施 態 様 ２ ４ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 一 つ の 顎 部 を 、 前 記 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切
開 部 中 に 挿 入 し 、 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー の も う 一 つ の 顎 部 を 、 前 記 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部
分 に 作 製 さ れ た 腸 切 開 部 中 に 挿 入 し て 、 腸 腸 吻 合 部 を 部 分 的 に 画 す る 少 な く と も 一 連 の 点
を 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ６ ） 　 実 施 態 様 ２ ４ ま た は ２ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 線 状 ス テ ー プ ラ ー を 使 用 し て 連 結 す べ き 前 記 二 つ の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ 、 当
該 線 状 ス テ ー プ ラ ー の 一 つ の 顎 部 を 、 前 記 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ １ ８ ） に 作 製 さ れ た
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腸 切 開 部 中 に 挿 入 し 、 前 記 二 つ の 組 織 分 を 連 結 す る 前 に 、 当 該 線 状 ス テ ー プ ラ ー に よ り 、
前 記 第 一 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 （ １ ８ ） を 前 記 第 二 の 追 加 的 腸 組 織 部 分 に 作 製 さ れ た 腸 切 開
部 に 対 応 す る よ う に 移 動 さ せ る 、 方 法 。
　 （ ２ ７ ） 　 実 施 態 様 ２ ５ ま た は ２ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 腸 腸 吻 合 部 を 実 現 し た 後 に 、 前 記 腸 切 開 部 の 弁 部 を 再 閉 鎖 し て 前 記 腸 管 の 連 続 性 を
回 復 さ せ る こ と に よ り 腸 腸 吻 合 部 を 完 成 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ８ ） 　 実 施 態 様 １ ９ ～ ２ ７ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 嚢 を 作 製 す る た め の 予 備 ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 前
記 胃 嚢 に 配 置 す る 予 備 ス テ ッ プ を 予 測 す る 、 方 法 。
　 （ ２ ９ ） 　 実 施 態 様 １ ９ ～ ２ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 方 法 を 腹 腔 鏡 下 に 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ３ ０ ） 実 施 態 様 ２ ９ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 腹 部 の 左 上 部 分 に ト ロ カ ー ル を 挿 入 す る 初 期 ス テ ッ プ で あ っ て 、 そ の 一 つ は 上 腹 部
に 、 一 つ は 左 側 腹 部 に 、 二 つ は 胃 間 膜 に 挿 入 す る 初 期 ス テ ッ プ を 含 む 、 方 法 。
　 （ ３ １ ） 　 実 施 態 様 １ ６ ～ １ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 組 織 を 一 緒 に す る ス テ ッ プ を 吻 合 デ バ イ ス を 使 用 し て 管 腔 内 で 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ３ ２ ） 　 実 施 態 様 １ ６ ～ １ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ を 、 吻
合 デ バ イ ス を 使 用 し て 管 腔 内 で 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ３ ３ ） 　 実 施 態 様 ３ １ ま た は ３ ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 吻 合 デ バ イ ス を 、 互 い に 近 接 さ せ ら れ お よ び ／ ま た は 互 い に 連 結 さ れ る べ き 組 織 部
分 を 通 し て 事 前 に 挿 入 し 、 開 放 ル ー プ を 形 成 し た ガ イ ド 手 段 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る か ロ
ッ ク さ せ る 、 方 法 。
　 （ ３ ４ ） 　 実 施 態 様 ３ ３ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 を 、 前 記 腸 に 沿 い 、 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） お よ び 第 二 の 胃 組 織 部 分
（ １ ４ ） を 通 し て 挿 入 し 、 当 該 第 一 お よ び 第 二 の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た
は 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 実 現 す る た め の 第 一 の 開 放 ル ー プ （ Ｃ ） を 形 成 す る 形 状 に す る 、
方 法 。
　 （ ３ ５ ） 　 実 施 態 様 ３ ４ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 次 い で 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合
部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る 第 一 の 追 加 的 部 分 （ １ ８ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を
基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 第 二 の 追 加 的 部 分 （ ２ ０ ） を 通
し て 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 し 、 当 該 第 一 お よ び 第 二 の 追 加 的 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ お
よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 実 現 す る た め の 第 二 の 開 放 ル ー プ （ Ｄ ） を 形 成 す る 、
方 法 。
　 （ ３ ６ ） 　 実 施 態 様 ３ ４ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 続 い て 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合
部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る 第 一 の 追 加 的 部 分 （ １ ８ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を
基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 第 二 の 追 加 的 部 分 （ ２ ０ ） 、 再
度 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 通 し て 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 し 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 追 加
的 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 実 現 す る た め の 第 二 の
開 放 ル ー プ （ Ｄ ） を 形 成 す る 、 方 法 。
　 （ ３ ７ ） 　 実 施 態 様 ３ ３ ～ ３ ６ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 す る 前 に 実 行 さ れ る 、 胃 嚢 を 部 分 的 に 作 製 す る た め の 予 備 ス テ ッ
プ で あ っ て 、 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 当 該 胃 嚢 に 配 置 す る 予 備 ス テ ッ プ を 予 測 す
る 、 方 法 。
　 （ ３ ８ ） 　 実 施 態 様 ３ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 形 成 の 後 に 前 記 胃 嚢 を 完 成 さ せ る 、 方 法 。
　 （ ３ ９ ） 　 実 施 態 様 ３ ３ ～ ３ ６ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 実 行 さ れ る 胃 嚢 （ １ ０ ０ ） の 実 現 ス テ ッ プ
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を 予 測 す る 、 方 法 。
　 （ ４ ０ ） 　 実 施 態 様 １ ６ ～ １ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 互 い に 近 接 し お よ び ／ ま た は 連 結 さ せ ら れ 、 開 放 ル ー プ の 形 状 を 与 え ら れ る べ き 組 織 部
分 を 通 し て 事 前 に 挿 入 さ れ た ガ イ ド 手 段 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ ら れ ま た は ロ ッ ク さ れ た 吻
合 デ バ イ ス を 使 用 し て 前 記 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ る ス テ ッ プ を 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ４ １ ） 　 実 施 態 様 １ ６ ～ １ ８ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 互 い に 近 接 し お よ び ／ ま た は 連 結 さ せ ら れ 、 開 放 ル ー プ の 形 状 を 与 え ら れ る べ き 組 織 部
分 を 通 し て 事 前 に 挿 入 さ れ た ガ イ ド 手 段 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ ら れ ま た は ロ ッ ク さ れ た 吻
合 デ バ イ ス を 使 用 し て 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作
製 す る ス テ ッ プ を 実 現 す る 、 方 法 。
　 （ ４ ２ ） 　 実 施 態 様 ４ ０ ま た は ４ １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 が 、 腸 に 沿 っ て 、 前 記 第 一 の 腸 組 織 部 分 （ １ ２ ） を 通 り 、 前 記 第 二 の 胃
組 織 部 分 （ １ ４ ） を 通 っ て 挿 入 さ れ 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ 、
お よ び ／ ま た は 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 実 現 さ せ る た め の 第 一 の 開 放 ル ー プ （ Ｃ ） を 形
成 す る 形 状 を 与 え ら れ る 、 方 法 。
　 （ ４ ３ ） 　 実 施 態 様 ４ ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 が 、 続 い て 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準
と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る 前 記 第 一 の 追 加 的 部 分 （ １ ８ ） 、 前
記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 前 記 第
二 の 追 加 的 部 分 （ ２ ０ ） を 通 し て 挿 入 さ れ 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 の 追 加 的 組 織 部 分 を 互 い
に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 実 現 す る た め の 第 二 の 開 放 ル ー プ （ Ｄ ）
を 形 成 す る 、 方 法 。
　 （ ４ ４ ） 　 実 施 態 様 ４ ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 が 、 続 い て 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） 、 前 記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準
と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 遠 位 部 に あ る 前 記 第 一 の 追 加 的 部 分 （ １ ８ ） 、 前
記 腸 管 中 の 自 然 の 流 れ を 基 準 と し て 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） に 対 し て 近 位 部 に あ る 前 記 第
二 の 追 加 的 部 分 （ ２ ０ ） 、 再 度 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） を 通 し て 挿 入 さ れ 、 前 記 第 一 お よ
び 第 二 の 追 加 的 組 織 部 分 を 互 い に 近 接 さ せ お よ び ／ ま た は 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 実 現 す る
た め の 第 二 の 開 放 ル ー プ （ Ｄ ） を 形 成 す る 、 方 法 。
　 （ ４ ５ ） 　 実 施 態 様 ４ ０ ～ ４ ４ の １ つ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 組 織 を 互 い に 近 接 さ せ 、 お よ び ／ ま た は 、 前 記 胃 腸 吻 合 部 （ １ ６ ） お よ び ／ ま た は
前 記 腸 腸 吻 合 部 （ ２ ２ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ を 、 少 な く と も 部 分 的 に 管 腔 内 で 実 現 す る 、
方 法 。
　 （ ４ ６ ） 　 実 施 態 様 ４ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ガ イ ド 手 段 を 挿 入 す る 前 に 実 行 さ れ る 、 胃 嚢 を 部 分 的 に 作 製 す る た め の 予 備 ス テ ッ
プ で あ っ て 、 前 記 第 二 の 胃 組 織 部 分 （ １ ４ ） を 当 該 胃 嚢 に 配 置 す る 予 備 ス テ ッ プ を 予 測 す
る 、 方 法 。
　 （ ４ ７ ） 　 実 施 態 様 ４ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 形 成 後 に 前 記 胃 嚢 を 完 成 す る 、 方 法 。
　 （ ４ ８ ） 　 実 施 態 様 ４ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 腸 吻 合 部 お よ び 腸 腸 吻 合 部 の 実 現 後 に 実 行 さ れ る 、 胃 嚢 （ １ ０ ０ ） を 実 現 す る ス
テ ッ プ を 予 測 す る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る 方 法 の 第 一 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 胃 腸 バ イ パ ス を 実 行 す る 方 法 の 第 二 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 更 な る 態 様 に 係 る 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 更 な る 態 様 に 係 る 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 更 な る 態 様 に 係 る 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 ５
（ Ａ ） は 、 一 実 施 可 能 形 態 に 係 る 、 図 ５ の 別 の 角 度 か ら の 詳 細 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 更 な る 態 様 に 係 る 方 法 の い く つ か の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の 一 実 施 可 能 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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